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Von-Hippel-Lindau disease ( VHL 病 ) は常染色体優性遺伝形式をとる家族性
腫瘍症候群であり、腎細胞癌、血管芽腫、褐色細胞腫、膵内分泌腫瘍を高率に発症
する。VHL 遺伝子変異に起因するが同 KO マウスではヒトの表現系が全く再現さ
れないため、患者由来 iPS 細胞を用いた新規病態モデルの構築を試みている。また、
ボストンでの医学研究の合間に垣間見た米国医療の実情に関してもお示ししたい。
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